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１ ．  想 定 さ れ る 損 傷 状 況 と 原 因 、 過 程 に つ い て  

１ ）  塩 害  

 塩 害 と は 、 コ ン ク リ ー ト 中 の 塩 化 物 イ オ ン 濃 度 の 上

昇 に よ り 、 鉄 筋 の 発 錆 限 界 量 を 超 え 鉄 筋 が 発 錆 腐 食 す

る 現 象 で あ る 。 事 例 は 寒 冷 地 で 海 岸 部 の た め 、 凍 結 防

止 剤 や 飛 来 塩 化 物 の コ ン ク リ ー ト 表 面 か ら の 侵 入 に よ

り 、 塩 害 に 至 っ た も の と 想 定 す る 。  

２ ）  中 性 化  

 中 性 化 と は 、 コ ン ク リ ー ト 中 の C a ( O H ) 2 が 空 気 中 の

C O 2 と 反 応 し 、 C a C O 3 と な り ア ル カ リ 性 を 失 う こ と で

鉄 筋 表 面 の 不 動 態 被 膜 が 消 失 し 、 発 錆 に 至 る 現 象 で あ

る 。 事 例 は 建 設 後 5 0 年 が 経 過 し て お り 、 か ぶ り 部 コ

ン ク リ ー ト の 中 性 化 が 進 行 し た も の と 想 定 す る 。  

３ ）  疲 労  

 R C 構 造 は 、 引 っ 張 り 側 コ ン ク リ ー ト の ひ び 割 れ を

あ る 程 度 許 容 す る 構 造 で あ る 。 し か し 事 例 は 幹 線 道 路

の た め 重 荷 重 交 通 量 も 多 く 、 活 荷 重 に よ り 許 容 値 を 超

え た ひ び 割 れ が 桁 下 面 な ど に 発 生 し 、 そ こ か ら も 水 や

酸 素 、 塩 分 な ど の 劣 化 因 子 が 侵 入 し 、 鉄 筋 の 腐 食 に 至

っ た 可 能 性 が あ る 。  

 こ れ ら ３ つ の 損 傷 が 複 合 的 に 発 生 し 、 補 強 補 修 が 必

要 な 状 況 に 至 っ た も の と 考 え る 。 補 強 が 必 要 と 判 断 さ

れ た た め 、 劣 化 状 況 と し て は 進 展 期 か ら 劣 化 期 に あ る

も の と 判 断 し 、 次 項 の 補 修 補 強 工 法 選 定 を 行 う 。  
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２ ．  補 修 補 強 工 法 の 選 定 と 施 工 上 の 留 意 点 （ ２ つ ）  

１ ）  断 面 修 復 工  

 断 面 修 復 工 と は 、 劣 化 し た か ぶ り コ ン ク リ ー ト を 除

去 し 、 鉄 筋 を は つ り だ し た 後 に 防 錆 処 理 を 行 い 、 モ ル

タ ル 等 で 断 面 修 復 を 行 う 工 法 で あ る 。  

選 定 理 由 ： か ぶ り コ ン ク リ ー ト の ア ル カ リ 分 が 中 性 化

に よ り 失 わ れ る と 共 に 、 塩 化 物 イ オ ン 濃 度 も 上 昇 し て

お り 、 放 置 す る と 腐 食 が 進 展 す る 。 鉄 筋 の 腐 食 も 進 ん

で お り 防 錆 処 理 も 必 要 で あ る 。  

留 意 点 ： 鉄 筋 を は つ り だ し た 時 に は 、 桁 の 耐 荷 力 が 低

下 す る の で 、 事 前 に 構 造 計 算 を 行 い 通 行 規 制 を 実 施 す

る 。 修 復 後 に 既 設 ・ 修 復 コ ン ク リ ー ト 間 の 塩 化 物 イ オ

ン 濃 度 差 が 大 き い 場 合 は マ ク ロ セ ル 腐 食 を 招 く お そ れ

が あ る の で 、 必 要 に 応 じ て 電 気 防 食 を 実 施 す る 。  

２ ）  鉄 筋 増 設 工  

 補 強 の た め に か ぶ り コ ン ク リ ー ト を 除 去 し 、 鉄 筋 を

増 設 す る 工 法 で あ る 。  

選 定 理 由 ： 鉄 筋 の 断 面 減 少 が 大 き く 、 強 度 確 保 の た め

に 鉄 筋 増 設 を 行 う 。  

留 意 点 ： 事 前 に 構 造 計 算 を 行 い 、 残 存 耐 荷 力 お よ び 工

事 中 の 耐 荷 力 に 応 じ た 通 行 規 制 を 行 う 。 か ぶ り の 確 保

と 桁 端 部 （ 定 着 部 ） の 確 実 な 施 工 に 留 意 す る 。 鋼 材 増

設 に よ る 耐 荷 力 回 復 が 困 難 な 場 合 は 、 F R P シ ー ト 等 で

の 補 強 を 検 討 す る 。  

以 上  


